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高分子エポキシ樹脂とポリアミドアミン

の化学反応により非常に強靭な塗膜を形

成し、しかも塗装が容易な高級防塵塗料

です。工場、倉庫等の美化に最適です。�

●2液型塗料ですから基剤と硬化剤を正確
に規定された割合で調合して専用シンナー

で希釈して使用します。�

●塗装する下地の状態や種類また使用目的

により塗装仕様を選定します。�

●塗装用具は中毛ウールローラーが適して

います。すみの部分や狭い場所は刷毛を

用います。�

●アスコントップE１０、エポキシシーラーと

もに基剤と硬化剤の調合比は重量比で基：

硬＝2：1です。�
（注）エポキシシーラー硬化剤とE１０硬化剤

は共通ではありません。�

●基剤と硬化剤を調合すると反応硬化が始

まりますので可使時間内に使用して下さい。

（可使時間は２０℃で約8時間です）�

また一度調合した塗料は元の缶にもどさな

いで下さい。�

●塗装用具は塗料が硬化しないうちに専用

シンナーで充分洗って下さい。�

●塗装時の換気や火気には充分な配慮をし

て下さい。又労安法注意事項は厳守して下

さい。�

●ローラー刷毛や刷毛で手軽に塗装で

き特殊な施工技術が不要です。�

●耐摩耗性、耐水性、耐薬品性にすぐれ

強靭な塗膜を形成し耐久性にすぐれてい

ます。�

●耐汚染性にすぐれ、油汚れ等がつきに

くく洗えば簡単にきれいになります。�

精密機械工場、紡績工場等の防塵、化学工場、

食品工場で弱酸弱アルカリ程度の耐薬品床、

倉庫の防塵床等。�
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塗　料　名�
作　業　内　容�

希釈シンナー名� 塗装方法� 希釈割合（重量％）�混合比（重量比）�

モルタル表面のレイタンス、油脂、水分、ゴミ、汚れ等を入念に除去する�

アスコントップ�
エポキシシーラー�

アスコントップ�
E１０�

アスコントップ�
E１０�

アスコントップ�
Eシンナー�

アスコントップ�
Eシンナー�

アスコントップ�
Eシンナー�

中毛ウールローラー�

中毛ウールローラー�

中毛ウールローラー�

１０�

１０�

４０～５０� 基：硬=2：1

基：硬=2：1

基：硬=2：1

3時間以上�
7日以内�

１８時間以上�
7日以内�

０．１０�

０．１２�

０．１２�

上記仕様、中塗、上塗に珪砂を重量比で３０％混入して塗装すると�
ノンスリップ仕上げとなります。�

塗装間隔�
（２０℃）�

塗布量�
（ｋｇ/ｍ２）�

種　　　　　　　　　　　類�

アスコントップ エポキシシーラー�

�

アスコントップ E１０（各色）�

�

アスコントップ Eシンナー�

荷　　　　　　　　姿� コード　No. ＰＬ-No.※�

基 剤�
６２６-００１�

硬化剤�
６２６-９００１�

基 剤�
６２６-×××�

硬化剤�
６２６-９１００�

０００-６１５１� 6

基  剤�
硬化剤�

１２�
１２�

基  剤�
硬化剤�

１２�
１２�

※各製品の取扱い上の注意については、　ＰＬ-No.毎の該当製品取扱い上の注意　リーフレットをご参照下さい。�

３-０５ ０３-０９ １０００�

TEL (０２８)６３９-２９８９　FAX (０２８)６３９-２９６９�
TEL (０５２)２６１-１１２５　FAX (０５２)２６１-１１３５�
TEL (０８２)２３７-１２５６　FAX (０８２)２３８-４８９９�
TEL (０９２)５０３-２４３２　FAX (０９２)５０３-２５４６�
TEL (０１１)６６２-１３４１　FAX (０１１)６６３-７９４１�
�

〒５３３-００３１ 大阪市東淀川区西淡路３丁目１５番２７号�
TEL (０６)６８１５-３１１１　FAX (０６)６３２３-５８８１�
http://www.kuboko.co.jp�
〒１０８-００１４ 東 京 都 港 区 芝４丁 目６番１号 �
TEL (０３)３４５３-３０４１　FAX (０３)３４５３-３４００�
�
�

北 関 東 営 業 所 �
名 古 屋 営 業 所 �
広 島 営 業 所 �
九州営業所（株）九州久保孝�
北海道久保孝ペイント（株）�
�
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